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　当資料に記載されている株式会社スクウェア・エニックス及び連結子会社（以下、スクウェア・エニックス）の計画、

見通し、戦略及び考え方は、スクウェア・エニックスの将来の業績に関する見通しを記載したものです。

　当資料は、当資料が作成された時点で入手可能な情報に依拠した経営者の判断や考え方であり、当資料の見通

しに依拠されることはお控えください。また、将来にわたって当資料が正確または有効な情報であると想定されること

もお控えください。

　様々の要素により、実際の業績はこれらの見通しとは大きく異なる可能性があり、これらの業績見通しに比べ悪い

結果となる場合もあります。実際の業績に影響を与えうる要素には、以下のようなものが含まれますが、これらに限

定されるわけではありません。

　1. スクウェア・エニックスの事業に影響を与える経済環境の変化
　2. 特に米ドル、ユーロと日本円との為替レートの変動
　3. 継続的な新製品とサービスの導入、急速な技術革新及び主観的で変わりやすい消費者の嗜好に特徴づけ
　　 られる競争の激しい市場において、消費者に受け入れられる製品とサービスを提供し続けることのできるスク

ウェア・エニックスの能力

　4. ゲーム、オンラインゲーム、モバイル・コンテンツに関する事業において、国際的な事業拡大を成功させるスク
ウェア・エニックスの能力

　5. 法規制の改正とそれに対応するスクウェア・エニックスの能力
　当資料に記載されている将来の業績見通しに関する情報は、当資料が作成された時点のものです。スクウェア・エ

ニックスは、新たな情報や発表日以降に発生する事象などによって、見通しまたは予測など、スクウェア・エニックス

の将来の業績に関する見通しを更新しまたは修正する義務を負うものではありません。
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第第11部　部　20062006年年33月期月期中間決算説明中間決算説明

株式会社株式会社 タイトータイトー
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2006年3月期　中間決算実績期　事業別セグメント実績（連結事業別セグメント）

2006年3月期 中間決算実績（連結）
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2006年3月期　中間決算実績 （単体事業別セグメント）

ゲーム施設収入

業務用ゲーム機器

コンテンツサービス

ゲーム施設収入

業務用カラオケ機器レンタル

業務用ゲーム機器販売

業務用カラオケ機器販売

家庭用ゲームソフト販売

その他製商品販売

コンテンツサービス収入

その他の売上高

配賦不能費用

合計

売上高 営業利益 営業利益率 売上高 営業利益 営業利益率

2005年3月期　中間期 2006年3月期　中間期

（単位：百万円）

中間業績の主なポイント中間業績の主なポイント

［主要製品］

　バトルギア４　：　860台

　カプリチオG-One HG　：　400台

［パチスロＯＥＭ生産実績］

　売上高：約9千万円
　（前年同期比　約29億円減）

21,181

2,092

10,520

1,037

2,687

573

4,598

639

43,331

2,235

△274

1,251

△61

△342

△168

1,526

69

△1,472

2,764

10.6％

△13.1％

11.9％

△5.9％

△12.8％

△29.3％

33.2％

10.9％

6.4％

21,067

2,078

7,839

1,096

2,596

1,461

4,114

823

41,079

1,025

△64

493

△27

△347

△204

1,220

194

△1,218

1,072

4.9％

△3.1％

6.3％

△2.5％

△13.4％

△14.0％

29.7％

23.7％

2.6％

既存店売上の前年比

全店入場者数の前年比

全店客単価の前年比

出店数　：　12店舗

退店数　：　13店舗
※全て直営店データ

：

：

：

93％

106％

96％

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[売上構成]

●携帯電話向けコンテンツ　　　

●家庭用通信カラオケ　　　　　　

内、海外向け

：

：

：

約34億円

約3億円

約7億円
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2006年3月期中間決算実績 （単体）
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第第22部　部　20062006年年33月期月期中間決算説明中間決算説明

株式会社スクウェア・エニックス株式会社スクウェア・エニックス
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2006年3月期 中間決算実績（連結）
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SQEX連結（タイトー前）

総負債

49,806

少数株主持分

966

株主資本

106,446

総資産

157,218

タ イ トー（ 連結）

総負債

18,512

少数株主持分

33

株主資本

50,336

総資産

68,882

連結消去

評価差額

△1,000

少数株主持分

3,212

株主資本

△50,336

関係会社株式

△63,074

連結調整勘定

15,293

繰延税金

△342

＋

連　　結

総負債

67,318

少数株主持分

4,211

株主資本

106,446

総資産

177,976

＝

2006年3月期 中間決算実績（連結）

中間期 ㈱タイトー　B/S連結の流れ

　タイトーは、2005年9月30日付で連結対象となっているため、B/Sのみ当中間期に連結されております

157,218 157,218 68,882 68,882 △48,124 △48,124 177,976 177,976

＋
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500億円（ゼロクーポンWRT債）の資金調達

5,100円
（1年目）

3,400円
基準価額

(=下限転換価額）

2006年
11月

2007年
11月

2008年
11月

2010年
11月

2009年
11月

転換価額

転換価額

転換価額

転換価額

転換価額

　（１）通常時 （２）特約行使時（基準価額の変更時）

転換価額

転換価額

特約行使

転換価額 転換価額

転換価額

2010年満期円貨建転換社債型新株予約権付社債

特約行使時の
基準価額

（=下限転換価額）

時価×94％株価

2006年
11月

2007年
11月

2008年
11月

2010年
11月

2009年
11月

1,700円
特約行使の
フロア価額
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2006年3月期　中間決算実績 （連結事業別セグメント）
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2006年3月期　中間決算実績 （連結海外売上高）
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2006年3月期　中間決算実績 （ゲームソフト販売本数）
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2006年3月期中間決算実績 （単体）
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第3部　事業計画
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2 0 0 6 年 3 月期　通期事業計画～連結

2 0 0 6 年 3 月 期　内 訳
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2 0 0 6 年 3 月期事業計画～連結
スクウェア・エニックス　事業別セグメント
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2 0 0 6 年 3 月期事業計画～連結
タイトー　事業別セグメント



19

2006年3月期事業計画～ゲームソフト販売本数

2006年3月期計画　日本の販売本数の内訳・・・スクウェア・エニックス　740万本、タイトー下期　60万本
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スクウェア・エニックス、タイトー連結グループ
が指向する世界

ゲーム機 ・・・

ミドルウェア

RPG 　カジュアル
マンガ/
アニメ

プラットフォーム層

・・・

・・・

ユーザー層

コンテンツ層
• コンテンツのサービス化
• カジュアルなどジャンルの拡大

• クロスプラットフォーム化

• 非ゲームユーザーの取込
• ユーザー主導のコンテンツ開発

PC 　アーケード
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持株会社に移行

スクウェア・エニックス

タイトー スクウェア・エニックス タイトー

現　在

持株会社

今　後
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中期目標 -営業利益 5 0 0 億円

500

290

年平均成長率10％以上158 円 240 円連結EPS

営業利益

21％ 25％営業利益率

（億円）

2006年3月期 見込 2010年3月期 目標
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20062006年年33月期　中間決算説明会月期　中間決算説明会

20052005年年1111月月1818日日


